
10月21日に浜田市障がい者のボッチャ競技会が開

催されました。選手の皆さんは４年ぶりに秋のス

ポーツ交流を楽しみました。ボッチャはパラリン

ピックの正式種目にもなっています。障がいのあ

る人だけでなく、障がいの

ない人も一緒に競技できる

企画が実現すればとても素

晴らしいことだと思いまし

た。(小川稔宏）

はまだ議会だよりmini

みなさんの暮らしとつながっています。 25
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市民憲章の理念に基づき、その啓発、推進、

実践活動などに顕著な功績のあった個人およ

び団体を表彰する大会が開催されました。石

見神楽面の伝統的な技法を守りながら、文化

の発信・観光振興に大きく寄与された故柿田

勝郎さんをはじめ、７

名、１団体の方々が表

彰されました。表彰者

の皆さま、おめでとう

ございました。

浜田市議会は S D G sを推進しています。

議長
日誌

10/15 浜田市市民憲章推進大会

“４年ぶりボッチャ競技会”

常任委員会が所管する事項の見直し
３常任委員会が所管する事項の見直しを検討しま

した。主に福祉環境委員会が所管する上下水道部

に関する事項を産業建設委員会へ移行すること、

総務文教委員会が所管する教育委員会に関する事

項を福祉環境委員会へ移行することについて議論

を重ねてまいりました。水道事業においては、工

事に視点を置いた場合は、より専門性のある産業

建設委員会のほうが詳細に調査できますが、生活

環境で考えた場合は、福祉環境委員会が良いとい

う意見がありました。また、現在は幼児教育や学

校教育は教育委員会が所管する事項として総務文

10月22日(日)に、第３回はまだ市民一日議会を開

催しました。当日は11名の方にご参加いただき、

発言者一人一人が多世代にわたり多様な視点で考

える問題点や課題解決型の提案など、多くの貴重

な意見を伺いました。議員も思わず膝を打つ発言

に感心する場面もあり、このまちを良くしたい思

いに心を揺さぶられました。

皆さまから頂い

たご意見をもと

に、さらなる議

会活動の充実に

つなげていきま

す。

(議会広報広聴委員会)

はまだ市民一日議会を開催しました

教委員会の所管となっていますが、福祉環境委員

会において、会議中や調査活動中に幾度となく所

管が違う縦割りによる壁を感じる場面があり、子

どもに関する案件は福祉環境委員会に一元化して

はという意見がありました。一方、教育や学力に

関する事項を福祉環境委員会で扱うことを不安視

する意見もありました。検討の結果、今回は見直

しをせず、引き続き現行の所管が適切かどうかを

各常任委員会委員が常に意識し、委員会改選後、

必要に応じて議会運営委員会で協議していくこと

となりました。（議会運営委員会）


